
地域緑化・植栽管理システム導入に向けたご提案

＜ご提案のテーマ＞
FM的な管理手法により、適正な植生の基本台帳とメンテナンス履歴を有効
利用し行政地域、団地・マンション、公園等の効率的な緑化管理標準化を通
じ、経年劣化や災害等によるリスクヘッジと地域の安全をサポートします。

企画、開発：株式会社 サイバーブルー

地域緑化の効率的な維持管理と
安全運用実現のご提案
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株式会社サイバーブルー
会社代表 コンサルタントのご紹介
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株式会社サイバーブルー 会社情報

設 立 １９９６年 ７月（有限会社設立、１９９７年７月株式会社に改組）
資 本 金 ３，０００万円
主要業務 FM関連業務パッケージソフトの企画・開発・販売、及び電算化コンサルテーション

クライアント・サーバーシステムＤＢ設計、ネットワーク（ＷＡＮ、ＬＡＮ）構築及びコンサルテーション
各種テキストデータ、図面データのデータコレクション（収集、検証）及びデジタル化入力業務
公共建物施設・設備の老朽化、劣化調査、長寿命化／診断サービス、判定コンサルテーションサービス
Ｌｉｎｕｘサーバー構築、セキュリティー監査、セキュリティー教育

株式会社サイバーブルーが企画・開発するスクールプラン（SPS）、パブリックプラン（PPS）シリーズに関

わる、公共施設設備の計画保全管理ノウハウの蓄積は今から30年程前に複数の政令市における文教施設の制度台
帳作成にかかる業務効率化を目的としたシステム開発受託開発から始まり、今現在は全国の200以上の自治体、
国公立大学法人、独立行政法人様等に実効性の高い業務コンサル、システム、関連サービス導入などを実施させ

て頂いております。

ここ数年は「包括的な業務委託」など、施設の維持保全業務のアウトソース化を踏まえ、大手シンクタンクや
メーカー系コンサル、ＦＭコンサルからの自治体様向け中長期事業計画立案、長寿命化コンサル依頼なども増え
ており、管理組織として一元管理された保全業務全般の情報化が遅れている民間のビルメンテンナンス業
（RMO-CAFM）に関する導入ご依頼とデータ生成サポート等の実績も増加しております。
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老朽化・劣化した社会インフラのおかれている現状と展望

「事後保全」が続くと今後も修繕費は常に最大費用
で支出しなければならない状況も続き財源難の中、
危機的な逼迫状態へ向かう事に。

スクラップ＆ビルド（事後保全）から「リニューア
ル＆マネージメント」（計画保全：長寿命化）へ体
質変革し、最小の（最適な）事業予算で最大の効果
達成が目標！

これまで毎年の事業で事業化されていた

事後保全は最大支出パターン！ ←是正ポイント

計画保全実施による延命実現 →
性能を維持する修理費用の最適化
          ＝ 長寿命化の本旨

＊地域緑化環境の保全とFM的な維持管理手法の課題と対策は同じ＊
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老朽化劣化現象と危険性は地域植栽の計画保全で解消
＊地域緑化環境の保全と公共FM的な維持管理手法との類似点＊

・経年劣化による事故の頻発
・基本（植栽）台帳の整備は重要課題
・定期の計画的サイクルメンテナンスは必須
・緑化カルテ情報の整備と計画保全の必要性

地域の安全と快適な
住環境を守るために！



緑化環境の管理システム導入へ向けた開発方針に関しまして
＊効率的で高品質な業務管理システム導入及び計画的な保全計画立案＊

＊開発はオープンソースベースでかつ多くの実績を持つ信頼性の高いパッケージ機能、ライブラリや
各種フレームワークの採用で、開発効率を上げ適用（導入）工数（費用）を最小化します。

＊運用の安定性、保守性、可容性を最大化し継続利用に手間や不要な追加費用がかからない方法論を
実現します。

＜緑化環境の維持管理システムに利用しております
開発会社サイバーブルーFM系製品ラインアップとして＞

（全庁施設向け：）
・保全コールセンターシステム
・公共施設計画保全管理システム
・上下水道施設、設備アセットマネジメントシステム

（国公立大学、学校法人向け：）
・施設台帳図面統合管理システム／・保全コールセンターシステム／・計画保全管理システム
・エネルギー管理システム／・予約管理システム／・環境管理システム
・安全衛生管理システム／・植栽管理システム

（民間施設の維持管理向け：）
・RMO.ADV（最新のビルメンテナンスシステム）

これらのパッケージ機能である各種台帳、カルテ、
ドキュメント、アセット管理機能モジュールを再利
用しカストマイズを行ってニーズにフィットし有効
運用が見込めるシステムを構築します。
最小費用かつ最短工数で目的のシステム構築を実現
する事を目指します。
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目標はカルテ整備
とそのデータによ
る中長期計画策定、
それに準じた計画
保全の実施



＊サーバ二重化、SSL通信など運用の安全性が最重要＊
システム導入に必要なリソース及びネットワーク構築例
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植栽管理システム DB＆ドキュメントを連携管理

＜クイック参照インターフェイス実現＞

■特定データ（各種台帳）参照用のハイパー
リンク向けURLを出力可能。

■ハイパーリンク向けURLをオブジェクトと
して貼り付ければ、特定データのクイック参
照向け図面、地図等が出来上がります。

■オブジェクトはDBと直接連携しているので
データ内容が変わっても更新の手間なし。

＊図面や地図に記載された樹木情報から素早くデータ参照＊

＊システム機能でハイパーリンク参照を生成し簡単な参照を実現＊

●オブジェクトリンクによるイメージとデータ
の連携管理

CAD図面、GIS地図、PDF、
イメージなどハイパーリン
クが利用可能な様々なデー
タフォーマットにリンクを
貼る事が可能。

＜CheckPoint！＞
図面や地図上に配置されたデータベース参照向け
オブジェクトをクリックするだけで該当データの
参照が可能に。
施設、設備、指定樹木イメージを確認しながら素
早くデータを参照したい時には便利な機能。

・CAD・PDF・GIS等のデータを問わずリンク
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＊起動時の施設台帳一覧、あいまい・条件検索＊

植栽管理システム パッケージ版画面１
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植栽管理システム パッケージ版画面２
＊植栽配置図等の検索、指定表示＊

Page-9



植栽管理システム パッケージ版画面３
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＊植栽配置図等の表示とリンク貼り付け指定＊



植栽管理システム パッケージ版画面４
＊各種用途向けデータのEXCEL出力機能＊
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植栽管理システム パッケージ版画面５
＊各種用途向けデータのEXCEL出力項目例＊
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植栽管理システム パッケージ版画面６
＊外部リンク向けURLのEXCELデータ出力例＊
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植栽管理システム パッケージ版画面７
＊樹木の基本台帳表示画面例＊
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植栽管理システム パッケージ版画面８
＊管理資料、イメージ等のドキュメント管理画面例＊
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植栽管理システム パッケージ版画面９
＊ドキュメント管理機能でPDF化可能なファイル種別＊
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植栽管理システム  DB＆ドキュメント連携手順１
＊PDF化された植栽図面とデータベースの相互参照例＊
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植栽管理システム  DB＆ドキュメント連携手順２
＊ブラウザプラグイン無しでのPDF参照とリンク参照例＊
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植栽管理システム  DB＆ドキュメント連携手順３
＊PDF化された植栽図面とへのリンク貼り付け操作例＊
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植栽管理システム  DB＆ドキュメント連携手順４
＊楽々、年次更新リンクオブジェクトの新図面への一括コピー機能例＊
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植栽管理システム 導入へ向けた構想のまとめ
＊システム導入に際し必要となる要件としまして＊

【WEBブラウザ対応のオープン系システム】
・今後の保守運用費用、管理人工の最小化を目指しオープン系のWEB系システムを
選択しましょう。（ブラウザやデバイスを選ばないHTML5標準のシステムが理想的）

【安価で安全性の高いクラウドサービスの利用】
・ハードウェアの維持管理や安全性に悩まされない、クラウド型サーバサービスでの
運用をお勧めします（可能であればサーバサービスは２重系の運用を推薦します）。

【セキュリティーを考慮した通信管理体系の採用】
・独自ドメインの採用、SSLを利用した通信、サーバでのアクセス制限等で安全、
安心な運用をお勧めします（システム専用サーバサービスをご利用ください）。

【客先サービスへのフィードバック実現】
・蓄積データや資料は可能な範囲で客先へ供給し事業計画等の立案に再利用できる
利便性を実感してもらいましょう（管理推進データとしてご提供ください）。

【全社で一元管理可能な顧客情報と業務情報】
・全社で一元管理されあらゆる業務活動に有効再利用できる、顧客情報や業務情報
の充実を実現（基本台帳、カルテ、関連ドキュメント等） 。
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株式会社サイバーブルーブルーのソリューション
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